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質 疑 ・ 回 答 書 

 

令和６年１月１８日 

発注番号 50501023 開札日 令和６年１月２６日 

業 務 名 灰塚配水場（4500 ㎥配水池）耐震補強工事 

質問
番号 

質疑事項 回答 

1 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４週８休（週休２日）工事につい

て 

本工事は４週８休（週休２日）工

事の対象外と考えてよろしいで

しょうか。 

 

技術者等の配置期間について 

入札実施要領で工期が令和６年

５月１日から令和７年１０月３

１日となっていますが本工事に

配置する現場代理人及び建設業

法第２６条に基づく技術者の配

置期間は、令和６年５月１日から

と考えてよろしいでしょうか。契

約締結日時点で他工事に従事し

ていても、令和６年５月１日の時

点で手持ち工事がなければよろ

しいでしょうか。 

 

専門技術者（施工管理技術者）の

選出について 

防水工事特記仕様書７で専門技

術者の資格要件について記載が

本工事は４週８休（週休２日）工事

の対象外です。 

 

 

 

 

本工事に配置する現場代理人及び

建設業法第２６条に基づく技術者

の配置期間は令和６年５月１日の

時点で手持ち工事がなければ問題

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注者の社員からの配置が望まし

いですが、資格者が受注者の社員に

居ない場合、施工計画書等の中で届

出た下請け業者の中に資格者が居
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４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

ありますが、元請業者で資格要件

を満たす専門技術者を配置でき

ない場合は、防食塗装工事専門の

下請業者から選出してもよろし

いでしょうか。 

 

配水池内部への進入口について 

配水池内部への進入口は既設 FFU

製人孔蓋がある２箇所のみでし

ょうか。また、配水池内部へ資材・

足場材等の搬入・搬出用の作業用

開口部を設けることは可能でし

ょうか。 

 

配水池屋上の利用について 

配水池屋上に資材、仮設材の仮置

きは可能でしょうか。 

 

取合い補修について 

設計書 P14 で「取合い補修１式」

が計上されていますが、取合い補

修とは具体的にはどのような内

容を指しているかご教示願いま

す。 

 

 

 

 

現場事務所について 

灰塚配水場内に現場事務所およ

れば問題ありません。 

 

 

 

 

 

ご質疑の通り、配水池内部への進入

口は、２箇所です。また、原則とし

て開口部を設ける予定はありませ

ん。 

 

 

 

 

積載重量に注意して、配水池内部へ

の資材搬入や当日の作業用材料の

仮置きは構いません。 

 

取合い補修とは既設流動壁撤去等

を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

灰塚配水場内に設置可能です。 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

び仮設トイレの設置は可能でし

ょうか。 

 

設計書表紙の所要日数について 

設計書の表紙に所要日数３７９

日間とありますが、工期（令和６

年５月１日から令和７年１０月

３１日まで）に比べて短い期間に

なっています。所要日数とは何の

日数を示しているかご教示願い

ます。 

 

無収縮モルタル圧入について 

図面８／４５の５、６、７で「頂

部２００ mm 以上は無収縮モルタ

ル圧入」とするとなっています

が、設計書では無収縮モルタル圧

入の費用が計上されていないよ

うに思われます。契約後、設計変

更にてご対応していただけると

考えてよろしいでしょうか。 

 

配水池内部について 

配水池内部はいつ頃、空になるか

ご教示願います。 

 

基礎杭打ち工について 

杭打工法は中掘根固め工法でお

考えですが、設計書でクローラ式

杭打機の分解組立及び輸送にか

 

 

 

３７９日は、実働日数に不稼働係数

をかけ、準備工と後片付けの日数を

加算したものです。 

この日数に諸々の手続きに係る日

数を加算して工期を定めておりま

す。 

 

 

 

屋上からのコンクリート打設とし

ています。頂部の無収縮モルタル圧

入は不要ですので、構造標準図の該

当箇所は、適用されません。 

 

 

 

 

 

 

令和６年４月中に配水池内部を空

にする予定です。 

 

 

ご質疑の、クローラ式杭打機の分解

組立及び輸送にかかる費用につい

ては、明細書第 2-1 基礎杭打ち工の

杭打ち工に含んで計上しています。 
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１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

かる費用が計上されていないよ

うですが、契約後、設計変更にて

ご対応していただけると考えて

よろしいでしょうか。 

 

基礎杭打ち工について 

ポンプ室と配水池に挟まれた増

し杭の施工位置ですが、構造物と

の距離が近く、中掘根固め工法で

の施工が困難な場合、他の杭打工

法に変更は可能でしょうか。ま

た、その場合、設計変更にてご対

応可能でしょうか。 

 

基礎杭打ち工について 

設計図面３／４５に「地質調査地

点Ｎｏ．２ 昭和５６年１月」と

ありますが、図面では土質が不明

です。杭打施工箇所の柱状図をい

ただけないでしょうか。また基礎

杭断面図もいただけないでしょ

うか。 

 

基礎杭打ち工について 

本工事の基礎杭工事の工法は「中

掘根固め工法」ですが、土質（Ｎ

値）条件が記載されておりませ

ん。土質により施工単価は大きく

変わりますので、土質条件の明示

をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

設計図において、壁面からの離隔距

離は考慮していますが、杭施工上、

必要であれば、杭配置の調整は可能

です。 

施工が困難な場合、同等の耐力等が

得られる工法であれば設計変更も

可能と双方協議の上、判断いたしま

す。 

 

添付資料①を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料①を参照してください。 
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１５ 

 

 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

 

 

１７ 

 

 

 

 

１８ 

 

 

 

 

 

 

１９ 

 

 

 

駐車場について 

配水池西側の駐車場は、ＰＨＣ杭

仮置場、セメントプラント、ノッ

チタンク等の施工ヤードとして

使用可能と考えてよいでしょう

か。 

 

既設流動壁について 

既設流動壁は図面４３／４５で

は解体撤去するようになってい

ますが、その費用については、設

計書のどの項目に含まれている

と考えてよろしいでしょうか。 

 

水質試験について 

施工完了後の水質試験（水道法第

４条 51 項目）ついては、発注者

で行うと考えてよいでしょうか。 

 

場内への進入経路について 

工事期間中の場内への出入り口

は正面の出入り口もしくは管理

棟別館近くの西門のどちらを使

用すると考えればよろしいでし

ょうか。 

 

階段復旧工事について 

図面４０／４５で「外部階段：一

時解体、現状復旧」となっていま

 

施工ヤードとして使用可能と考え

て下さい。必要な範囲については、

監督員の承諾を得て下さい。 

 

 

 

 

質疑６の取合補修に含みます。 

 

 

 

 

 

 

共通仮設費にて計上しています。 

 

 

 

 

通常の進入路として西門を使用し

ていただき、正面の出入り口を使用

する場合は監督員と協議をお願い

致します。 

 

 

 

添付資料②を参照してください。 

側桁：溝型鋼 [-9×300×90 

持出梁：Ｈ型鋼 H-400×200×8 
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２０ 

 

 

 

 

 

 

２１ 

 

 

 

 

 

 

２２ 

 

 

 

 

 

すが、設計書Ｐ１０～１２では鋼

材費４．５ｔや工場製作費４．５

ｔなどが計上されており現状の

アルミ手摺およびコンクリート

で復旧するのではなく、鉄製の階

段で復旧するように思われます。

鉄製の階段で復旧するなら参考

図面等をいただけないでしょう

か。 

 

緊急時給水所復旧工事について 

設計書Ｐ１２で緊急時給水所復

旧工事で各数量が計上されてい

ますが、図面で位置、工事内容が

確認できません。詳細図を明示し

ていただけないでしょうか。 

 

後施工せん断補強筋について 

後施工せん断補強筋の施工前に

既設構築物の鉄筋探査が必要で

す。契約後、設計変更にてご対応

していただけると考えてよろし

いでしょうか。 

 

内部足場について 

設計書Ｐ５で内部足場（Ｈ＝４．

７５ｍ）５９９ｍ２となっていま

すが、Ｈ＝４．７５ｍでは足場高

さが不足しているように思えま

す。契約後、設計変更にてご対応

段板：PL-4.5 

手摺：GP-34.0 H-1100 

支柱：GP-34.0 ＠1500 

手摺子：GP-27.2 ＠150 

手摺子受：GP-27.2 

 

 

 

 

 

添付資料②を参照してください。 

鉄筋コンクリート造 

50 角二丁タイル張り 

8250W×1500D×1050H 

 

 

 

共通仮設費にて計上しています。 

 

 

 

 

 

 

ご質疑の、上部に不足する高さ範囲

は、施工空間として設けています。 
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２３ 

していただけると考えてよろし

いでしょうか。 

 

発生土について 

設計書Ｐ６で掘削工２６０ｍ３、

埋戻工（バックホー０．３５ｍ３、

発生土）７０ｍ３となっています

が、掘削工により生じた発生土は

配水場内に仮置きできると考え

てよろしいでしょうか。 

 

 

 

掘削工により生じた発生土は配水

場内に仮置きできると考えて下さ

い。 

 


